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この印刷物に記載されている情報の全部または一部について、当社に無断で複写、複製、模倣、流用、転載すること、および磁気媒体または光記録媒体に入力することは固くお断りします。

この印刷物は、日本水なし印刷協会、カー
ボンフリーコンサルティングを通じ、温室
効果ガス削減プロジェクト（自然エネル
ギー事業）によって削減された CO2 排出
権を購入することで、印刷物制作において
排出されたCO2を相殺しています。

この印刷物
1冊あたり 310.1g
この印刷物
1冊あたり

印刷版の作成時に有害な現像
液を使わず、また印刷の際に
イソプロピルアルコールなど
を含む湿し水が不要な水なし
印刷を採用しています。

この印刷物は鉱物油
を使用せずに VOC
（揮発性有機化合物）
を含まない 100% 植
物油型インキを使用
しています。

LC-CO2 に関しては、
左記QRコードから
ご覧いただけます。

〒104-8555 東京都中央区八丁堀一丁目6番1号
TEL 03-4413-1194（経営企画部 広報課）
http://www.nichias.co.jp/

ニチアスは古くから日本を指すトンボをトレードマークとして使用してきました。
CSRレポートでは、トンボをテーマにした写真を当社グループの従業員から公募し、掲載して
います。2015年の応募者数は27人でした。表紙の写真は「自然との調和」をイメージしたトン
ボの写真として、見事優秀賞に輝いた作品です。

休日に子供たちと川遊びに行ったとき、きれいなトンボが目にとまり奇跡的に撮れた一枚です。この写
真がニチアスグループの皆さまから評価され、表紙に選んでいただいたことをとてもうれしく思います。
ありがとうございました。今後も思い出を残すためにカメラは持ち歩きたいと思います。
基幹産業事業本部　九州営業部 長崎工事課　松本 浩二

表紙の写真

撮影者のコメント

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

京都議定書の目標である「温室効果ガス 6%削減」
のためには、国内森林で「3.9%吸収」の実現が必要
です。国産材を積極的に使うことは CO2 を吸収す
る森の育成に貢献できます。この冊子の制作には、
国産材が製紙原料として活用されています。
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事業分野 会社概要

技術革新の早いエレクトロニクス関連
産業分野のなかで、半導体・ＦＰＤ製造装
置における、熱・薬液・ガスなどプロセス
に関わる先進の部品や部材を提供して
います。

シリンダーヘッドガスケットなどの流体の
漏れを「断つ」機能部品であるシール材
をはじめ、自動車の進化に対応する防
熱、防音、制振関連の製品や技術を提供
しています。

会社概要
「断つ・保つ」の技術で地球の明るい未来に貢献します。

編集方針
ニチアスグループは、持続可能な社会の実現に向けた取り組
みと社会的責任に関する情報をわかりやすく開示し、ステー
クホルダーの皆さまのご理解を深めることを目的に、ＣＳＲ
（Corporate Social Responsibility）レポートを発行して
います。
本レポートでは特集として、モータリゼーションの環境負荷低
減に貢献する当社グループの自動車部品について紹介して
います。
なお、本レポートの作成にあたり、「GRIサステナビリティ・レ
ポーティング・ガイドライン第3.1版」および「環境報告書ガイ
ドライン（2012年度版）」（環境省）を参考にしています。

ニチアス株式会社を中心に、下記項目を除きニチアスグループ
全体について報告しています。
・「従業員とのつながり」（P19）はニチアス株式会社単体を対象 
　としています。
・「環境への取り組み」（Ｐ20～26）は、プラント向け販売･工事
　事業および建材事業の工事部門に関するデータを除いてお
　ります。
・「環境パフォーマンス」（Ｐ23、24）は当社製造工場注１、国内連
　結製造子会社注2を対象としています。
注1：鶴見工場、王寺工場、郡山分工場、羽島工場、袋井工場、結城工場
注2：ニチアスセラテック株式会社、株式会社堺ニチアス、国分工業株式会社、竜田工業株式会社、
　  大田化成株式会社、株式会社福島ニチアス、メタコート工業株式会社

報告範囲

2014年4月1日～2015年3月31日
報告期間

2016年7月
次回発行予定

本レポートには、ニチアスグループの実績および将来に関する予測・計画など
が記載されています。これらは現段階で入手可能な情報に基づいた仮定ない
し判断であり、実際の業績や活動結果などについては異なったものとなる可
能性があります。読者の皆さまにはあらかじめご了承くださいますようお願い
申し上げます。

将来の見通しに関する注意事項
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特集

高機能製品事業自動車部品事業

商　号　ニチアス株式会社　
　　　　NICHIAS Corporation
設　立　1896年（明治29年）4月9日
資本金　92億8,357万202円
　　　　（2015年3月31日現在）
代表者　代表取締役社長　武井 俊之　 
従業員　連結:5,062人／単独:1,550人　
　　　　（2015年3月31日現在）
本　社　東京都中央区八丁堀一丁目6番1号

売上高推移

（億円）

経常利益推移

事業分野別売上高比率（2015年3月期）

不燃・断熱・耐火などの性能を備えた建
材を提供するとともに、その建材を活用
した施工事業も展開。オフィスビル、住
宅、工場、研究施設などの、より安全で快
適な空間づくりに貢献しています。

建材事業

極低温から超高温にいたる領域で、独自
技術を駆使したエンジニアリングサービ
スやシール材などをはじめとする製品を提
供。電力、ＬＮＧ、石油精製・石油化学など
のプラント施設に常駐体制を構築するこ
とで、各種工事やメンテナンス工事におけ
るお客さまのニーズにお応えしています。

プラント向け工事・販売事業

装置機器、環境、食品、医療、鉄鋼などの
主要産業分野を中心に、ガスケット・パッ
キン、ふっ素樹脂製品、各種断熱材、フィ
ルター製品などの幅広い製品を提供し
ています。また、全社のマザー事業本部
として、新規事業創出の役割も担ってい
ます。

工業製品事業
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モータリゼーションの環境負荷低減に
貢献するニチアスの自動車部品

シール材 保冷工事

ロックウール断熱材 うず巻形ガスケット不燃内装材 住宅用断熱材

ふっ素樹脂製チューブ 配管加熱・保温ヒーターシリンダーヘッドガスケット 防音カバー※本冊子中の製品名・サービス名はニチアス（株）の登録商標または商標です。

プラント向け工事・
販売
457億円
28.8％

工業製品
404億円
25.5％

建材
269億円
16.9％

自動車
部品
316億円
19.9％

高機能製品
141億円
8.9％

1,589
億円
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トップメッセージ

ニチアスは１８９６年（明治２９年）、我が国における保温・断熱分野のパイオニアとしてスタートしました。

以来１１９年間、我が国の産業の発展とあゆみをともにしながら、さまざまな産業分野へ、当社グループの

基盤技術である「断つ・保つ」の技術を軸とした製品とサービスを提供し続けて今日にいたっております。

当社グループの企業理念である「ニチアス理念」では、「『断つ・

保つ』の技術で地球の明るい未来に貢献する」ことを謳っていま

す。これは、当社グループが極低温から超高温という広い温度領

域に対して、また液体・気体をはじめとするさまざまな対象物に対

して、漏れ・熱・音・腐食などを「断つ」機能や、熱・クリーンを「保

つ」機能をもった製品・サービスを幅広く提供することで、継続的

に社会へ貢献することを表明したものです。

この企業理念のもと当社グループは企業の社会的責任を果たす

べく「お客様から信頼され、誇りを持って働ける会社」という経営

ビジョンを掲げ、以下の重要課題に取り組んでおります。

・コンプライアンスの厳守

・企業価値の向上とステークホルダーのみなさまとの価値の共有

・グローバルな事業運営の推進

・明日を担う人材の育成と登用

・リスクマネジメントの強化

これからも当社グループはＣＳＲ活動の推進に努め、当社の製品や事業活動を通して環境問題をはじめ

とする地球規模の社会的課題解決に参画することで持続可能な社会の実現に貢献してまいります。加

えてお客さま、株主・投資家のみなさま、社会のみなさまをはじめとするステークホルダーのみなさまから

の信頼と期待にお応えすることで、持続的成長を目指してまいります。

当社グループがこれらの重要課題への取り組みを通じて社会的課題の解決にどのように取り組んでき

たかを、当「ＣＳＲレポート」によって、ステークホルダーのみなさまに広くご報告することで、みなさまとの

コミュニケーションの一助になればと考えております。

今後とも変わらぬご支援をお願い申しあげます。

代表取締役社長
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ニチアスグループは「断つ・保つ」の技術で さまざまな産業の発展に貢献しています。
社会の中のニチアスグループ

「断つ・保つ」の
 ６つの技術

原子力発電所で

ごみ焼却炉で

半導体製造工場で

電車で

住宅で

病院で

Ｈ－Ⅱロケットで

製紙工場で

食品製造プラントで

製鉄プラントで

GASKET工房TM（P15参照）

自動車で

火力発電所で

石油化学プラントで

ビルで
アルミ加工工場で

LNG設備で

船舶で

シール技術 クリーン技術耐食技術断熱技術 防音技術 耐火技術

半導体製造工場で

薬液移送用チューブ

ナフロン®PFA-HGチューブ
高純度の薬液・ガスの移送に使用される
チューブです。

住宅の天井・壁・屋根に使用される
断熱材です。

住宅で

住宅用断熱材
ホームマットNEO®

 ビルで

巻き付け耐火被覆材

マキベエ®
鉄骨構造ビルの梁や柱に使用される
耐火被覆材です。

 船舶で

ごみ焼却炉で

非金属製伸縮継手

NAベローＱ®
各種配管やダクトなどの煙風道に
使用される非金属製伸縮継手です。

 製鉄プラントで

高耐熱断熱材

ロスリム®ボード
高温の工業炉などで使用される
断熱材です。

エンジンカバーなどに使用される
防音カバーです。

自動車で

超軽量防音カバー

エアトーン®

火力発電所で

汎用ジョイントシート

クリンシル®ブラウン
配管のフランジ・バルブなどに
使用されるシール材です。
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うず巻形ガスケット

グラシール®ボルテックス®ガスケット
エンジンやボイラーなどの機器や配管で
使用されるシール材です。



インサルカバーTM

エキゾーストマニホールドなど排気系部品からの熱
を遮断する金属製のカバーです。また、排気系から
の音を軽減し、遮音効果も高めます。各種高性能断
熱材、耐熱制振材などのオプションを組み合わせる
ことで、耐久性向上と低騒音化に貢献します。
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緩衝材です。アルミナ系の超耐熱繊維からなり、圧
縮復元率が良く、優れた保持耐久性を発揮します。
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れやすい薄壁担体から高保持力が求められる部分
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現在、自動車の燃費規制、排ガス規制、車外騒音規制など環境規制が世界各国で強化されています。
当社は、こうした動向を先取りし、お客さまである自動車メーカー各社の環境規制対応に関するご要望
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などの製品、また排ガス規制への対応として触媒担体保持材「エコフレックス™」をご提案しています。
さらに車外への騒音規制の強化に対しては、超軽量防音カバー「エアトーン®」をご提案し、今後の市場
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特 集
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燃費の改善

騒音の抑制

大気汚染軽減

環境負荷低減への各種課題に対するニチアスの取り組み

※「エコフレックス」は英国サフィル社の商標です。

ウォータージャケットスペーサー
エンジンのウォータージャケット部に挿入すること
で、冷却水の流れをコントロールする製品です。そ
の結果、シリンダ壁温を均一化させてピストンのフ
リクションを低減し、燃費を向上させます。冷却水の
流れをシミュレーションすることで最適な設計をお
こなっています。

エアトーン®
吸音するPETフェルト層と遮音性を持つ特殊処理不
織布を重ね合わせた、軽量かつ防音性に優れた新
発想の不織布被覆防音カバーです。従来の樹脂カ
バーに比べ、約1/3の超軽量を実現しました。（1/3
の質量で従来と同等以上の防音性能を発揮します）

次ページで
詳しく紹介



エアトーン®の特長

特 集
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特長１
高い遮音性

特長2
優れた柔軟性

特長3
超軽量

お客さまの声
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ユニットセンター　ドライブトレーンユニット設計部　
CVT設計室　室長　羽渕 良司様
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燃費改善に貢献

特長3 超軽量

重さ
１3

「弾性多孔質吸音材」「軟質遮音材」「化学処理（撥水
撥油処理など）を施した不織布」を積層した基本構造
のエアトーン®は、従来の樹脂製カバーの1/3の重さ
で同等以上の防音性能を発揮するため、車体を軽量
化でき、燃費の改善に貢献します。

●エアトーンの構造
撥水処理不織布
粘弾性体遮音層
多孔質吸音材
中間フィルム
多孔質吸音材
撥水処理不織布

遮音層

遮音層

吸音層



ＣＳＲ活動への取り組み
ニチアスグループは、お客さま、お取引先、株主・投資家、従業員とのつながりはもとより、

社会全般および拠点のある地域社会とのつながりを大切にし、
さらにより良い関係の構築をめざしたＣＳＲ活動に取り組んでいます。

ニチアスグループの
ＣＳＲ活動

コーポレート
ガバナンス

従業員との
つながり

環境への
取り組み

社会との
つながり

お客さまとの
つながり

株主・お取引先
とのつながり

●安全・安心な製品の提供
●お客さまのニーズに合わせた
　製品・サービスの提供

●コーポレートガバナンス
●コンプライアンス活動
●リスクマネジメント体制
●BCPへの取り組み

●環境マネジメント
●環境パフォーマンス
●各事業場の環境改善活動

●株主・投資家とのコミュニケーション
●お取引先とのコミュニケーション

●社会貢献活動
●各拠点の地域貢献活動

●労働安全衛生
●働きがいのある職場づくり
●ダイバーシティ
●ワーク・ライフ・バランス

画期的製品を生み出すR&D拠点
「研究所」と「テクニカルセンター」
当社はよりお客さまのご要望に合った製品、より先進的
な製品を開発するためのR&D拠点として、浜松と鶴見
（横浜市）に2つの研究所を擁しています。両研究所は、
製品開発の土台とも言うべき素材の基礎研究をおこな
う「研究開発部門」と、各事業本部傘下で製品開発や改
善、製品評価などを実施する「テクニカルセンター」から

成り立っています。こうした研究・開発に不可欠なのが、
市場ニーズをいち早くとらえるマーケットインの思想。あ
らゆる産業と深く関わりながら築いてきたニチアス独自
の幅広いネットワークを駆使することで、お客さまのニー
ズに密着した製品の開発を迅速に行えることが大きな
強みです。

「計測エンジンベンチ室」は騒音規制に対応する製品を開発するための音響計測が可
能な半無響室となっています。このエンジンベンチ室の最大の特徴は動力計に交流
式を採用している点です。通常のエンジン耐久評価もさることながら、交流式動力計
は、モータリング（エンジンファイヤリングしないでモーター駆動によりエンジンを駆
動すること）ができるため、エンジンの燃焼に起因するメカニカルノイズをキャンセル
した各種メカニカルノイズやミッションギアノイズなどの音響計測ができます。

特 集
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計測エンジンベンチ室

無響室

浜松研究所・自動車部品テクニカルセンター

本室は床面以外の５面を楔型吸音材で覆い、実車計測に対応させた構造になってい
ます。アイドリング状態、定回転でのエンジンルーム内の主要音源探査、防音部品に
よる効果の測定と結果の可視化が可能となっています。

●実車半無響室

全無響室では防音部品の材料や開発品の音響性能評価をおこないます。この部屋は
床面を含めた壁面全面を吸音材で施工した全無響構造であり、建屋本体から振動絶
縁され建物の振動が試験に影響しにくい構造になっています。音源はホワイトノイズ、
ピンクノイズのほか、超低周波音から超音波まで発生可能なジェネレーターを備え、さ
まざまなモデル実験に柔軟に対応できる仕様になっています。また、小型加振器を使
用しての固体伝播音測定、振動加速度伝達率の測定なども可能となっています。

●全無響室

計測エンジンベンチ室

実車半無響室

浜松研究所には、自動車部品の研究・開発を専門に行う「自動車部品テクニカルセン
ター」があります。ここでは当社が得意とする自動車用の防音・防熱・シール部品の開
発・研究を行っています。エアトーン®などの当社自動車部品もここで開発されまし
た。当センターは、最新の研究設備を配備し、機能、品質、納期、コストのあらゆる面
で高度化するお客さまの要望にお応えしています。この中にある「ベンチ棟」は、エン
ジンのベンチ試験を行う専用建屋となっています。テクニカルセンターでは浜松研究
所研究開発部門と連携し、試験設備や技術的知見を有効活用し、自動車部品の開発
に対してのシナジー効果を発揮させます。まさに21世紀の自動車開発に欠かすこと
のできない防音・防熱・シール部品・燃費向上部品の総合技術開発センターとしての
役割を担っています。 浜松研究所・自動車部品テクニカルセンター
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コーポレートガバナンス
ニチアスグループは、経営の透明性、公正性、効率性を高め、
企業価値を長期にわたり安定的に向上させることが経営の最重要課題と考えています。

企業価値の向上は、公正な企業活動による社会的使命を果た
し、ステークホルダーの皆さまの信頼と支持を得て初めて可能
であり、コーポレートガバナンスの充実はそのための体制づく
りの基本的な命題であると当社は位置付けています。
当社の取締役会は、経営の透明性、公正性を高め、かつ経営
上の意思決定を迅速におこなうため、当社事業に精通した9
名の取締役と、独立した立場から自由に提言できる1名の社
外取締役で構成しています注1。毎月定例日に１回、必要な場合
は臨時に開催し、経営上の重要な意思決定をおこなっていま
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コンプライアンス委員会

事務局（総務部）

（本部委員会）

（支部委員会） 「支部委員会」は以下の組織単位毎に設置

委員長：本部長、支社長、研究所長、
　　　 工場長、子会社社長
委　員：各支部委員長が任命。
　　　 ニチアス労働組合の各支部
　　　 委員長、同書記長を含む。

委　員:各部門長、ニチアス労働組合
　　　　委員長、同書記長

（各本部）

支　社 （東京、大阪、名古屋、九州）

研究所 （鶴見、浜松）

工　場 （鶴見、王寺、羽島、袋井、結城）

子会社 （国内子会社、海外子会社）

本　社

緊急対策本部有事の際

リスクとなる可能性が高まった場合

平常時

コンプライアンス委員会
品質保証委員会
安全衛生委員会
設備投資委員会
環境管理委員会   ほか

防災委員会
危機管理委員会

自然災害、火災の
リスク

自然災害、火災以
外のリスク

想定外のリスク

コーポレートガバナンス

株主総会

各事業部門・グループ各社

取締役会

社長

執行役員
（業務の執行）

指
名
委
員
会

報
酬
委
員
会

・諸
規
則
制
定・改
訂

 

審
議
委
員
会

・設
備
投
資
委
員
会

・事
業
投
資
委
員
会

・開
発
投
資
委
員
会

・資
産
投
資
委
員
会

会
計
監
査
人

内
部
統
制
監
査
室

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

選任／解任

選任／解任・監督

選
任
／
解
任・監
督

具
申
／
報
告

具
申

選任／解任 選任／解任
報告

報告

連携

監査

監
査

監査

監査

指示

提案・報告方針・計画・指示・承認

報告・改善要望

連携

報告

報告／具申

報告／具申

監査役会

NICHIAS CSR Report 2015 NICHIAS CSR Report 201513 14

コンプライアンス活動 BCP（事業継続計画）への取り組み

リスクマネジメント体制

● コーポレートガバナンス体制図

製造拠点の分散化事例
マレーシアへ移管した自動車部品「メタコート®」の製造工場

2013年、耐震性、非常時の電源確保への対策が強化されたビルへ本社を移転
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災害発生時に製品供給が途絶えた場合のお客さまへの影響
度合い、市場での重要性、他社製品も含んだ代替品への切り
換えの可能性などを勘案し、対策が必要な製品の優先順位
をつけ、対策を確実に実施することで、製品供給の確保に努
めています。また、災害の発生時、企業活動を支える従業員の
安全確保も重要な課題です。この2点をBCP対策の基本課題
として、各種対策に取り組んでいます。

注1：取締役会の構成については、2015年6月26日現在の情報を記載しています。

経営会議
（重要案件の審議など）



お客さまとのつながり
ニチアスグループは、お客さまにとって安全・安心な製品の提供、
および、お客さまに役立つ製品・工法の提供を推進しています。

● マネジメントシステム体制

● ガスケットNAVITM
プラント配管継ぎ手などのシール材として使用されるガスケッ
トにはさまざまな種類があり、その選定と取り付けには専門的
な知識が要求されます。2013年12月に公開したアプリケー
ションソフト「ガスケットNAVI」は、これらに必要な情報をパソ
コンやスマートフォンで簡単に検索・算出することができ、お客
さまのお役に立てていただいています。

● GASKET工房TM

化学プラント工場などの定期修理現場では、当社のガスケット
加工品が緊急で必要になることがあります。このようなお客さ
まからの緊急のご要望にお応えするため、お客さまの現場に
常駐しその場で加工が可能な移動式設備「ＧＡＳＫＥＴ工房」を
2014年5月から稼動しました。
2014年度は茨城県鹿
島地区、三重県四日市
地区、山口県宇部地区
など、全国各地30ヵ所
以上の石油化学プラ
ントを回りました。

● 品質への取り組み
日々の品質管理はもちろんのこと、クレームの未然防止にも
積極的に取り組んでいます。特に人命に関わる事故や環境
汚染につながる危険性のある不具合などの重大クレームを
引き起こす可能性のある製品および工程を洗い出し、その工
程での品質つくり込みの条件、作業手順、管理方法の妥当性
の確認と見直しをおこない、不具合発生を未然に防止する活
動を進めています。

VOICE

「ガスケットNAVI」／
http://seal.nichias.co.jp/

お客さまの現場に常駐している「GASKET 工房」

「GTO教育」の様子

王寺工場
品質管理課　課長
入村 純一

安全・安心な製品の提供

お客さまのニーズに合わせた製品・サービスの提供

株主・お取引先とのつながり
ニチアスグループは、透明性、公正性、効率性を重視した経営をおこなうとともに、
財務情報については、迅速かつ適切に開示しています。
また、お取引先に対しては、公平性を重視し、法令を順守した公正な取引をおこなっています。
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お取引先とのコミュニケーション

● IR活動
当社は、積極的なIR活動によって、情報開示の充実と迅速
化を進める一方、投資家と活発なコミュニケーションを図っ
ています。例えば、アナリスト・機関投資家向け決算説明会
を開催しているほか、日常的な面談やミーティングも行って
います。2014年度は1回のスモールミーティングと延べ
138件の個別ミーティングをおこないました。また、国内外
の株主・投資家とのコミュニケーションを強化し、幅広い株
主層の形成に努めてまいります。

アナリスト・機関投資家との適時・適切なコミュニケーションを
図るため、期末決算および第２四半期決算の発表時に決算説
明会を開催しています。決算説明会では財務情報、事業概要、
経営戦略を説明するとともに、経営幹部と投資家との対話に
も積極的に取り組んでいます。2014年度は、2回の説明会で
計100人に出席いただきま
した。みなさまからいただい
たご意見は、社内で共有し業
績向上に役立てています。

● 公正な評価による取引先の選定
当社の事業活動は、多くのお取引先に支えられています。そこ
で当社では、お取引先の方々に公平な競争機会を提供してい
ます。各お取引先について、製品・サービスの品質や供給能
力、財務状況、環境への配慮などを公平に評価し、取引先の選
定をおこなっています。

● グリーン調達への取り組み、調達基準の制定・見直し
当社グループは、「環境に配慮したものづくり」をキーワードに、
研究・開発から原材料調達、製造、流通、消費、廃棄などの各段
階における環境負担が小さい環境配慮型製品の開発に取り
組んでいます。その一環として2005年4月に「グリーン調達ガ
イドライン」を制定しました。ガイドラインでは、当社グループで
使用を禁止している環境負荷物質、および使用状況の把握が
必要な環境負荷物質を選定し、新規
に採用する原材料の事前チェックを
おこなうことを定めています。環境
負荷物質は規制の強化とともに
年々追加されていますので、定期的
に基準の見直しをおこなっています。
現在も欧州REACH規制やGADSL
の対象物質増加･変更により、ガイド
ライン改訂を実施しています。

● 独占禁止法・下請法順守への取り組み
当社グループは、CSR活動の一環として、独占禁止法およ
び下請法の研修に力を入れています。毎年、新入社員研修
をはじめとした階層別教育研修などをプログラムに盛り込
み、実施しています。また、各支社および工場ならびに子会
社の担当者に対し、下請法に関する実務面の説明会を実施
しています。さらに、2014年度には国内のみならず海外の
競争法を含めた独占禁止法に関するeラーニングによる研
修を役員および従業員を対象として実施しました。これら
研修・説明会を通じて、当社グループは法令順守の徹底を
図っています。

独占禁止法・下請法の従業員研修

グリーン調達ガイドライン

株主・投資家とのコミュニケーション
● アナリスト向け決算説明会の開催

決算説明会の様子

若手リーダーへの教育を実施／
王寺工場
王寺工場では、人が代わっても現在の
改善活動を継続していくために、生産
活動の基礎的な教育「ＧＴＯ教育」を、
若手リーダーを中心にして２回／月の
頻度で実施しています。
私も品質管理についての教育を担当し、継続していくな
かで、職場での品質レベルが向上してきているのを実感
しています。

（注）GTO ： Growing Together at Oji

● 生産活動向上に向けた人材の育成
お客さまに安心して使っていただける製品を継続的に提供
するためには、常にお客さまの立場にたって考え、製品の品
質の維持・向上を図ることができる人材を育成することが必
要です。
そのために、各製造事業場では人の可能性を信じ、品質管理・
生産管理・安全管理を中心とした勉強会を開催しています。

1996年に羽島工場がISO9002（当時）を取得したのをはじ
めに、各製造事業場で品質マネジメントシステムの構築を進
め、現在は国内外の製造工場や製造子会社など多数の事業
場にて認証を取得しています。

製品設計・製造・施工・引渡しにいたるそれぞれの活動におい
て品質を確保し、お客さまに信頼される製品・工法・サービス
の提供に最善を尽くしています。
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活動の基礎的な教育「ＧＴＯ教育」を、
若手リーダーを中心にして２回／月の
頻度で実施しています。
私も品質管理についての教育を担当し、継続していくな
かで、職場での品質レベルが向上してきているのを実感
しています。

（注）GTO ： Growing Together at Oji

● 生産活動向上に向けた人材の育成
お客さまに安心して使っていただける製品を継続的に提供
するためには、常にお客さまの立場にたって考え、製品の品
質の維持・向上を図ることができる人材を育成することが必
要です。
そのために、各製造事業場では人の可能性を信じ、品質管理・
生産管理・安全管理を中心とした勉強会を開催しています。

1996年に羽島工場がISO9002（当時）を取得したのをはじ
めに、各製造事業場で品質マネジメントシステムの構築を進
め、現在は国内外の製造工場や製造子会社など多数の事業
場にて認証を取得しています。

製品設計・製造・施工・引渡しにいたるそれぞれの活動におい
て品質を確保し、お客さまに信頼される製品・工法・サービス
の提供に最善を尽くしています。



社会とのつながり
ニチアスグループは、支援活動や助成を通した社会への貢献を意欲的に推進しています。
また、事業場がある地域社会とのコミュニケーションづくりを大切にしています。

各事業所での地域貢献活動への取り組み
事業所 取り組み内容当社は、日本の研究・開発機関に貢献すべく、大学などへ学術

研究に対する助成をおこなっています。助成先は、半導体関
連、有機合成、セラミックス、分析・評価技術など最先端技術
を中心に幅広い分野にわたっています。また、なかには10年
間にわたり助成をさせていただいている機関もあり、その総
額は約１億円になっています。2014年度については、総額約
1,000万円の助成をしています。今後とも日本の有望と思わ
れる分野、機関に助成をおこなっていきたいと考えています。

当社は、日本赤十字社や各都道府県の共同募金会を経由し
た寄付・支援活動をおこなっています。2014年度は広島市
の土砂災害に対する義捐金をはじめとする寄付をおこない
ました。今後もこのような活動を継続していきます。

当社グループのメタコート工業奈良工場は、奈良県から、仕
事と生活の調和のとれた良質な雇用環境の整備に取り組む
「県社員・シャイン職場づくり推進企業」として登録され、平成
26年度表彰企業として仕事と家庭の両立推進部門で表彰
されました。
今回の受賞は、育児と仕事の両立を支援するフレックスタイ
ム制や、介護活動を支援する短時間勤務制度の導入など、
各種制度の充実を図ったことが評価されました。
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ニチアスグループ各拠点の地域貢献活動社会貢献活動

● さまざまな学術研究に対する助成

王寺工場はメタコート工業奈良工場と合
同で毎年2回、献血活動を実施していま
す。2014年度は計45人が参加しました。
この献血運動には10年以上前から積極
的に取り組んでおり、2011年には厚生労
働大臣より感謝状を受領しています。

2014年11月、アユの稚魚を長良川に
放流する活動に参加しました。放流に
一緒に参加した地域工場会の方々とき
れいな河川を守ることへの大切さを実
感するとともに、地域事業者として工
場周辺環境保全の取り組みへの思い
を新たにしました。

飛鳥時代に聖徳太子が法隆寺の鎮守
として創建したと伝えられている龍田
神社。竜田工業は2014年10月、この
神社の秋祭りに参加し、龍田青年団太
鼓台の休憩場として工場敷地を提供し
ました。この活動は2005年から続けて
おり、地元住民の方と一緒にお祭りを
楽しみながら交流を深めています。

● 王寺工場
　 献血活動への協力

● 羽島工場
　 長良川への稚魚放流活動への参加

● 竜田工業
　 龍田神社秋祭りへの参加・工場敷地の提供

● 寄付・支援活動

マレーシアのケダ州にあるニチアスFGS社は、州営林
局から借り受けた森林を数年かけて保全・再生する「ニ
チアスの森」を発足しました。これを受けて2014年12
月、プロジェクトのオープニングセレモニーを行いまし
た。セレモニーでは州営林局や政府関係者、NPOの環
境保護団体などが出席されました。ケダ州において、こ
のような環境保全活動は日系企業で初の試みで、地元
政府からも注目されています。
ニチアスFGS社は定期的な保全活動で数年をかけて自
然本来の野山へと再生させていき、現地の環境保全に
貢献します。

● 奈良県からの表彰

オープニングセレモニーの様子

奈良県庁奥田副知事室で行われた表彰式
（右端、メタコート工業奈良工場長　米山）

本社
仙台支店
仙台支店（六ヶ所事務所）
千葉支店
鶴見工場

若狭支店(美浜事務所）

若狭支店（大飯事務所）
羽島工場
袋井工場
京滋支店

王寺工場

郡山分工場
北九州営業所
福島ニチアス
大田化成
日本ロックウール大阪支店
堺ニチアス
国分工業
竜田工業
メタコート工業岡山工場
熊本ニチアス

地元清掃活動への参加（中央区「まちかどクリーンデー」）（P26参照）
東北大学「海洋と地球の学校」への寄付
地元野球チームやスポーツ少年団に対する野球教室、地元夏祭りでのボランティア活動
各種寄付（地元消防団／日本赤十字社／千葉県共同募金会）
各種寄付（鶴見川サマーフェスティバル／つるみ臨海フェスティバル／鶴見区消防出初式）
地域美化活動への参加（三方五湖一斉清掃活動／県道白木線清掃活動／クリーンアップふくい大作戦in美浜／クリーン・ザ・シーキャンペーン／
はこべの家清掃活動）、関西電力主催活動への参加（日本赤十字救急法救急員講習会／餅つき大会）
地域美化活動への参加（袖ヶ浜・塩浜海岸清掃活動／関西電力主催による県道清掃）
長良川へのアユの稚魚放流（下記参照）、工場外周清掃
地元住民への説明会の開催、地元花火大会への寄付およびボランティア活動、工場外周清掃
地元お祭りへの寄付
各種交通安全活動への参加（横断歩道の交通整理／近隣カーブミラーの清掃／交通安全街頭指導への参加）、献血活動の実施（下記参照）、
工場壁面への地元PR看板を設置、自治会の消防訓練へ参加、工場外周清掃
所属する「昭和工業団地」の地域活性化運動への参加、工業団地主催の地域活性化運動の運営、地域美化活動（岡崎川周辺一斉清掃／工場外周清掃）
地域祭りへ寄付（黒崎祇園山笠）
復興夏祭りイベントへの協賛、近隣の遺跡管理、工場美化活動
地元夏祭りへの寄付、ペットボトルキャップ収集活動の参加、工場外周清掃
事務所花壇手入れによる美化活動を実施
地元夏祭りへの寄付、近隣自治会と周辺会員企業による一斉清掃活動への参加、工場周辺清掃活動
化学物質対策セミナーでの化学物質削減事例の講演、町内秋祭りへの寄付、工場周辺河川敷の清掃および地域コミュニケーションの実施
龍田神社秋祭りへの参加および工場敷地の提供（下記参照）、地域美化活動への参加（竜田川公園の清掃、地元公民館、工場周辺）
地元夏祭りへの協力、工業団地内クリーンキャンペーンへの参加
周辺工業団地での交通安全活動（通学路の交通指導／車両通行調査によるドライバーへの指導・教育）（下記参照）、工業団地周辺美化活動への参加

ニチアス本体 子会社

献血活動 稚魚放流活動

2014年4～5月、熊本ニチアスは周辺
の工業団地（セミコンテクノパーク）の
通学路において、道路横断をサポート
するなどの交通安全指導をおこないま
した。周辺企業と協力して当番制で毎
日実施しています。活動を通して地域
児童の安全を支えています。

● 熊本ニチアス
　 事業所周辺における通学路の交通指導

交通指導秋祭りの様子

「ニチアスの森」プロジェクトの発足　マレーシア



労働安全衛生

安全最優先の大原則のもと安全衛生基本方針に基づき、安
全、衛生、健康に関する活動に取り組んでいます。具体的に
は、安全な製造設備への改善の取り組み、リスクアセスメント
の推進、作業者への安全･衛生教育の実施などです。事故が
起こってから取り組むのではなく、リスクを先取りして未然に
対応すべく、継続的な活動を進めています。

ワーク・ライフ・バランス
● 仕事と出産の両立を支援

● 時間単位の年次有給休暇

当社では、育児休業期間を1年6カ月まで、また、妊娠中の女性
従業員についても本人の申し出で時差勤務などを認める「母
性保護」を推進。従業員が安心して子育てに専念できる環境
づくりに取り組んでいます。

年次有給休暇は以前から半日の取得が可能でしたが、
2010年から年４０時間まで時間単位の取得も可能にしまし
た。短時間での私用がある場合など、従業員は同制度を有
効的に活用しています。

VOICE
制度と職場環境に
感謝しています
私は、２００２年に第一子、２００６年に第２子、２０１２年に第３
子を出産し、３回育児休業を利用しました。育児休業中は、
心身ともにゆっくり子供の成長を感じることができて、とて
も良い時間を過ごすことができました。
復帰後も短縮制度で３０分遅い出勤と、学校行事などで時
間有給や有給休暇を利用しますが、制度の利用と周りの
方々の協力で、仕事も子育ても楽しく両立できる職場環境
に感謝しています。

袋井工場　総務課　香川 ひろ子

ダイバーシティの取り組み

当社は2001年から、本人が希望すれば年金支給開始年齢
（現在は65歳）まで再雇用される制度を導入しています。

女性が結婚・出産・育児などのライフイベントを迎えたときで
も、キャリアを維持し安心して働くことができるよう、女性従業
員活躍への各種就業支援についての取り組みを検討していま
す。また社内でダイバーシティの意識が浸透し理解が深まる
よう、管理職層への研修についても検討をおこなっています。

当社は安心して働くことのできる環境づくりを経営ビジョン
に掲げており、女性・高年齢者・障がい者などの働きやすい
環境づくりに取り組んでいます。

働きがいのある職場づくり

● コミュニケーションの活性化を図るグループ報
グループ報「とんぼのわ」を年に４回発行しています。経営情
報を従業員へ適切に伝えるとともに、海外までを含めた各拠
点で活躍する従業員の声など、さまざまな情報を掲載し、経営
層や従業員間のコミュニケーションの活性化を図っています。

従業員とのつながり
ニチアスグループは、安心して働くことのできる職場づくりに取り組んでいます。
また、ダイバーシティの推進やワーク・ライフ・バランスを重視し、
仕事と家庭を両立してキャリアを積める各種制度の充実を図っています。 環境への取り組み

ニチアスは、自然の営みの尊重と地球環境との調和を追求し、「断つ・保つ」技術を活かし、循環型社
会の実現に貢献します。

【環境行動指針】
ニチアス環境憲章に従い、あらゆる企業活動において、環境に配慮した行動をします。
1. 環境教育･訓練を通して、社員一人ひとりの環境意識を高める。
2. 国、地方自治体、業界が提言する環境政策、環境規則の遵守はもとより、自主基準を設定し、社会的責任を果たす。
3. 常に環境との調和を考え、生活環境の向上に役立つ製品とサービスを提供する。
4. 製品の開発、生産・施工、営業・物流の全プロセスにおいて、次の事項を実施する。
    ・CO2削減のため、省エネルギーを推進する。
    ・省資源推進のために、3R（廃棄物の抑制、再使用、リサイクル）を徹底する。　
    ・環境負荷物質低減のため、グリーン調達を推進し、化学物質を管理して使用する。
5. 環境に関する情報を公開し、社会とのコミュニケーションを図る。

当社グループでは、早期から環境パトロールやレベル診断など、独自の方法で環境問題へ取り
組み、管理・対策などを実施し、環境負荷を低減してきました。これからも幅広い分野に目を向
け、持続可能な社会の構築に貢献し続けます。

環境活動の歩み

ニチアスグループの製品は、断熱、流体の漏れ防止、遮音、耐食などの機能により、省エネルギー、省資源、安全衛生・環境保全
などお客さまの「環境」に関するニーズに応え、お客さまの使用ステージにおいて環境負荷の低減を実現しています。

ニチアスグループは、つねに「環境」を意識して活動しています。

１９６８年
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製造事業場の
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グリーン調達
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環境情報の公開

環境マネジメント
システムの構築

【ニチアス環境憲章】
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● 安全・衛生への取り組み

VOICE

安全活動についての講演

安全衛生環境部
副部長

小西 昇一郎

現場主導の安全活動が発案されるために
若手リーダーを中心とした安全教育を推進
安全活動は災害を起こさない・起こさせない活動に加え、もし災害
が起こっても大きな災害にならない活動が重要と考えています。こ
うした取り組みが現場主導で発案されるように、現場のリーダー
およびリーダー候補生を対象とした教育を実施しています。自らの
安全行動はもとより“設備や作業方法を安全に改善する考え方”
“新人や未経験者に対する指導の注意点”“ニチアス技能者として
の誇り”などを重視しています。
また、全国安全週間においては製造事業場の従業員を対象に安全
標語を公募し、表彰するなどの安全意識の啓発に努めています。

● 定年後再雇用制度

● 女性従業員活躍推進の取り組み

2014年度　ニチアス全国安全週間
安全標語　金賞

声掛けて仲間に渡す　安全バトン
目指すゴールは　ゼロ災職場



労働安全衛生

安全最優先の大原則のもと安全衛生基本方針に基づき、安
全、衛生、健康に関する活動に取り組んでいます。具体的に
は、安全な製造設備への改善の取り組み、リスクアセスメント
の推進、作業者への安全･衛生教育の実施などです。事故が
起こってから取り組むのではなく、リスクを先取りして未然に
対応すべく、継続的な活動を進めています。

ワーク・ライフ・バランス
● 仕事と出産の両立を支援

● 時間単位の年次有給休暇

当社では、育児休業期間を1年6カ月まで、また、妊娠中の女性
従業員についても本人の申し出で時差勤務などを認める「母
性保護」を推進。従業員が安心して子育てに専念できる環境
づくりに取り組んでいます。

年次有給休暇は以前から半日の取得が可能でしたが、
2010年から年４０時間まで時間単位の取得も可能にしまし
た。短時間での私用がある場合など、従業員は同制度を有
効的に活用しています。

VOICE
制度と職場環境に
感謝しています
私は、２００２年に第一子、２００６年に第２子、２０１２年に第３
子を出産し、３回育児休業を利用しました。育児休業中は、
心身ともにゆっくり子供の成長を感じることができて、とて
も良い時間を過ごすことができました。
復帰後も短縮制度で３０分遅い出勤と、学校行事などで時
間有給や有給休暇を利用しますが、制度の利用と周りの
方々の協力で、仕事も子育ても楽しく両立できる職場環境
に感謝しています。

袋井工場　総務課　香川 ひろ子

ダイバーシティの取り組み

当社は2001年から、本人が希望すれば年金支給開始年齢
（現在は65歳）まで再雇用される制度を導入しています。

女性が結婚・出産・育児などのライフイベントを迎えたときで
も、キャリアを維持し安心して働くことができるよう、女性従業
員活躍への各種就業支援についての取り組みを検討していま
す。また社内でダイバーシティの意識が浸透し理解が深まる
よう、管理職層への研修についても検討をおこなっています。

当社は安心して働くことのできる環境づくりを経営ビジョン
に掲げており、女性・高年齢者・障がい者などの働きやすい
環境づくりに取り組んでいます。

働きがいのある職場づくり

● コミュニケーションの活性化を図るグループ報
グループ報「とんぼのわ」を年に４回発行しています。経営情
報を従業員へ適切に伝えるとともに、海外までを含めた各拠
点で活躍する従業員の声など、さまざまな情報を掲載し、経営
層や従業員間のコミュニケーションの活性化を図っています。

従業員とのつながり
ニチアスグループは、安心して働くことのできる職場づくりに取り組んでいます。
また、ダイバーシティの推進やワーク・ライフ・バランスを重視し、
仕事と家庭を両立してキャリアを積める各種制度の充実を図っています。 環境への取り組み

ニチアスは、自然の営みの尊重と地球環境との調和を追求し、「断つ・保つ」技術を活かし、循環型社
会の実現に貢献します。

【環境行動指針】
ニチアス環境憲章に従い、あらゆる企業活動において、環境に配慮した行動をします。
1. 環境教育･訓練を通して、社員一人ひとりの環境意識を高める。
2. 国、地方自治体、業界が提言する環境政策、環境規則の遵守はもとより、自主基準を設定し、社会的責任を果たす。
3. 常に環境との調和を考え、生活環境の向上に役立つ製品とサービスを提供する。
4. 製品の開発、生産・施工、営業・物流の全プロセスにおいて、次の事項を実施する。
    ・CO2削減のため、省エネルギーを推進する。
    ・省資源推進のために、3R（廃棄物の抑制、再使用、リサイクル）を徹底する。　
    ・環境負荷物質低減のため、グリーン調達を推進し、化学物質を管理して使用する。
5. 環境に関する情報を公開し、社会とのコミュニケーションを図る。

当社グループでは、早期から環境パトロールやレベル診断など、独自の方法で環境問題へ取り
組み、管理・対策などを実施し、環境負荷を低減してきました。これからも幅広い分野に目を向
け、持続可能な社会の構築に貢献し続けます。

環境活動の歩み

ニチアスグループの製品は、断熱、流体の漏れ防止、遮音、耐食などの機能により、省エネルギー、省資源、安全衛生・環境保全
などお客さまの「環境」に関するニーズに応え、お客さまの使用ステージにおいて環境負荷の低減を実現しています。

ニチアスグループは、つねに「環境」を意識して活動しています。

１９６８年
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ニチアスの環境活動

環境憲章・環境行動指針

環境配慮型製品
の開発・提供

製造事業場の
環境対策

グリーン調達
の取り組み

環境情報の公開

環境マネジメント
システムの構築

【ニチアス環境憲章】
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● 安全・衛生への取り組み

VOICE

安全活動についての講演

安全衛生環境部
副部長

小西 昇一郎

現場主導の安全活動が発案されるために
若手リーダーを中心とした安全教育を推進
安全活動は災害を起こさない・起こさせない活動に加え、もし災害
が起こっても大きな災害にならない活動が重要と考えています。こ
うした取り組みが現場主導で発案されるように、現場のリーダー
およびリーダー候補生を対象とした教育を実施しています。自らの
安全行動はもとより“設備や作業方法を安全に改善する考え方”
“新人や未経験者に対する指導の注意点”“ニチアス技能者として
の誇り”などを重視しています。
また、全国安全週間においては製造事業場の従業員を対象に安全
標語を公募し、表彰するなどの安全意識の啓発に努めています。

● 定年後再雇用制度

● 女性従業員活躍推進の取り組み

2014年度　ニチアス全国安全週間
安全標語　金賞

声掛けて仲間に渡す　安全バトン
目指すゴールは　ゼロ災職場



環境マネジメント
さまざまな環境問題に積極的に取り組むとともに、
環境経営の実現をめざし全社環境マネジメントシステムの構築を推進しています。
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環境リスクマネジメント

環境会計

環境管理推進体制

● 製品含有化学物質管理への取り組み

● 外部からの指摘

製品の開発設計から、調達、製造、販売までの各段階におい
て、化学物質規制に対するコンプライアンスを徹底する取り組
みを継続しています。2014年度は2012年度から引き続き「製
品含有化学物質の管理体制」の運用を進めてきました。従来
から発行しておりましたＳＤＳ（安全データシート）や製品ラベル
などお客さまへの提供資料を同体制に連動して作成･管理が
できる仕組みも出来あがりました。今後も全製品の「製品含有
物質表」作成を2017年度末を目標に整備していきます。

2014年度は、製造事業場から発生する臭気･排煙や騒音に
ついてグループ全体で6件（内再発2件）の指摘を受けまし
た。本年度は指摘への調査・改善をおこなうとともに、過去に
受けた指摘の改善を継続的に実施し、発生防止対策、改善
を進めております。また、指摘内容の対応経過や改善策は関
係自治体へも報告、連絡しています。

● 環境パトロール
地域社会との共生を目的として、当社グループでは1990年か
ら環境パトロールを実施しています。これは従業員が事業場の
周囲をパトロールし「美観」「大気（粉じん・臭気）」「騒音・振動」
「排水」の4つの項目を事業場の特性に合わせて確認する活動
です。新鮮な目でパトロールができるようメンバーを定期的に
入れ替え、2014年度はグループ全体で延べ117回パトロー
ルを実施し、539件の不具合を摘出し、環境リスクを低減する
ことができました。

事業活動における環境保全設備投資金額注１は172百万円
（前年度比102百万円減）でグループ全体の設備投資額の
6.2％に当たります。環境設備の運転コスト・メンテナンス費
用・人件費などを集計した環境保全コスト注2は486百万円
（前年度比7百万円増）でした。これらのコストは、大気汚染、
水質汚濁、悪臭などの公害防止、産業廃棄物処理、環境負荷
監視などにともなうものでした。

環境教育・啓発
● 環境教育活動 ● 環境啓発活動
当社では昇格時に階層別教育を実施しており、そこで製品の
ライフサイクルにおける環境影響や化学物質規制、環境法規
の動向などの環境コンプライアンスに重点を置いた内容をわ
かりやすく説明しています。2014年度は新入社員を対象とし
たゲーム形式の環境教育を開催しました。また、全社員を対象
とした職種別ｅラーニングで環境教育を実施しました。

2014年度も環境情報新聞「ニチアスエコPOST」（月刊）の刊
行を継続し社内外の環境情報を全社員に発信してきました。ま
た、社員一人ひとりの環境に対する意識を高めていくよう工場
だけでなく2015年1月から本社でも地域清掃活動を開始して
おります。（P26参照）

「ニチアス環境憲章」に基づき、環境中期方針（2012年度
～2014年度）を策定しています。環境中期方針では「環境
経営」「環境啓発」「コンプライアンス」｢環境負荷削減」「環
境コミュニケーション」の５分野で課題設定しています。本

方針では、全社環境活動をより効果的に推進するため、「環
境マネジメントシステムの構築」を最重要課題としていま
す。この環境中期方針を１年延長し２０１５年度まで継続す
ることとしました。

環境経営への転換を目的として2011年度より全社環境管理
推進体制の整備を進めています。環境に配慮した活動を全社
方針のもとで実現するため「全社環境委員会」を設置していま
す。同委員会のもとに「管理」「製品」「工場」の３部会を置く体制
としました。2014年度は「全社環境マネジメントシステムの構
築」をさらに進めて「ISO14001工場統合認証」を一部拡大（1
子会社工場を追加、結城工場の1部門を認証追加）しました。
それ以外の製造子会社でも環境マネジメントシステムを取得
継続し、環境管理を推進しています。

環境管理活動と目標

環境中期方針に基づく2014年の目標と実績

環境管理推進体制図
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全社環境
委員会

製造事業場の環境管理責任者および
環境担当・本社技術本部

事業本部・研究開発本部

 支社・本社
（総務・営業・その他管理部門）

省エネ・省資源
分科会工場部会

製品部会

管理部会

環境監査体制
製造事業場では①製造事業場内での内部監査、②本社環境
部門による監査、③外部審査機関による監査の３者による環
境監査を実施しています。2014年度もISO14001工場統
合認証継続活動のなかで事業場間相互内部監査を実施して
います。なお、これらの監査の結果、敷地境界騒音の一部基
準超過はあるものの重大な法令違反はありませんでした。

ISO14001などマネジメントシステムの認証取得状況　
http://www.nichias.co.jp/environment/management/index.html

WEB

2014年度目標環境中期目標

環境ボランティアの実施
eラーニングの実施

環境ボランティア活動の実行
全従業員向eラーニングの実施済

人事異動、契約時などの変化点で
法順守を維持できる仕組み化

廃棄物に関する教育を支社/支店/
営業所長へ実施

ISO14001技術本部・工場間統合
2014年10月継続審査受審済
環境管理基本規程策定

2013年度に確定した全社環境管理
体制の維持推進
統合ISO14001の継続と統合範囲の拡大

全従業員への定期環境教育の推進と
維持の継続
eラーニングによる全社教育の実施継続
エコポスト発行の継続

全事業場における環境法規の
順守徹底

CO2排出量生産高原単位を
2012年度比３％削減

ニーズにあった部門別環境教育の
維持推進

部門別環境教育の実施
環境担当者別教育の実施

特定業務者への環境教育の実施

2013年度に引き続き、人事異動、
契約時などの変化点で法順守できる
仕組みづくりを実施

支社/支店/営業所の廃棄物担当者
への教育を実施

製品の
コンプライアンス

産業廃棄物削減

製品環境法規の
順守徹底

顧客グリーン調達
への対応体制構築

製品含有物質管理体制の維持
製品含有物質表に基づくラベル・SDSの
改訂を実施

原材料についてグリーン調達対応実施

製造事業場のCO2排出量生産高原単位
2011年度比8％増加

製品環境法規の順守徹底
製品環境アセスメント、
製品含有物質管理の徹底
グリーン調達対応の継続

製品含有物質管理体制の維持・運用
製品含有物質表に基づくラベル・SDSの
改訂

製造事業場のCO2排出量生産高原単位を
2011年度比3%削減

グリーン調達対応体制の維持・支援
原料管理の徹底

産業廃棄物に関連する教育の実施

産業廃棄物排出量
生産高原単位を
2014年度末に
2011年度比5％削減

産業廃棄物排出量生産高原単位を
2015年度末に2011年度比5％削減

CO2削減
省エネルギー

産業廃棄物排出量生産高原単位
2011年度比1％削減

製造事業場の2014年度産業廃棄物
排出量生産高原単位を2011年度比
５%削減

CO2排出量生産高
原単位を2014年度末
に2011年度比3％削減

CSRレポートの発行継続情報公開 2014年ＣＳＲレポートを発行ＣＳＲレポートの発行情報公開の維持・推進

再発苦情撲滅のための方策づくり
再発苦情　ゼロ

地域と製造事業場
の共生

マンネリ化防止のため、パトロール方法を変更
新たに増加した指摘に対応
再発苦情　2件発生

環境パトロールの有効活用
再発苦情撲滅のための方策づくり
再発苦情　ゼロ

再発苦情の撲滅

環境保全設備投資金額（当社グループ全体/2014年度）
分類 金額
公害防止コスト 49

（単位：百万円）

77
17
29
172

地球環境保全コスト
資源循環コスト

事業エリア内コスト

管理活動コスト
合計

（単位：百万円）環境保全コスト（当社製造工場/2014年度）
分類
公害防止コスト 250

2
164
70
486

地球環境保全コスト
資源循環コスト

事業エリア内コスト

管理活動コスト
合計

金額

注１ ： 当社グループ全体を集計対象
注２ ： 当社製造工場のみを集計対象（グループ全体の集計は検討中）

※P24 CO2排出実績参照



環境パフォーマンス
持続可能な社会の構築に向けて         
環境負荷物質削減への取り組みを強化しています。
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当社グループは、事業活動において投入するエネルギー量や
化学物質・水資源などの物質量と、排出するＣＯ２量や産業廃
棄物量などを把握するとともにそれらの削減に向けた具体的

な目標を設定し、ＰＤＣＡサイクルを回すことで環境負荷の削減
に取り組んでいます。

ニチアスグループの環境負荷全体像

ＩＮＰＵＴ

ニチアス
グループの
生産活動

お客さま

OUTＰＵＴ

エネルギー ＰＲＴＲ※対象物質 水資源
種　別 使用量
電　　力
石油燃料
ガス燃料
コークス

12,415万ｋＷｈ
11千kℓ
1,053万㎥
11千ｔ

種類合計 使用量

37 3,405t

種　別 取水量
上　　水
工業用水
地 下 水

16万㎥
52万㎥
35万㎥

ＣＯ２ 水質汚染物質 主なＰＲＴＲ※対象物質排出量
種　別 排出量 物質名 排出量
CO2 浮遊物質（ＳＳ） 25.3ｔ

種　別 排出量
トルエン
ホルムアルデヒド
エチレングリコール
モノエチル
エーテル
キシレン
トリエチルアミン

163.6t
4.6t

3.8t

3.2t
1.1t

資
材
調
達

配
　
合

成形

製品端材

リユース
粉 砕

製
　
品

CO2

17.0万ｔ

大気汚染物質
種　別 排出量

硫黄酸化物
窒素酸化物
ばいじん

9.6ｔ
103.1ｔ
24.8ｔ

産業廃棄物
物質名 排出量

産業廃棄物 10,448ｔ

排水
種　別 排出量
排水 56.2万m

仕上・加工

3

※特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律

ＣＯ２排出実績
当社グループは2014年度末にCO２排出量生産高原単位3％
削減（2011年度比）を目標に活動してきました。2014年度は
好調な生産活動により全体でエネルギー使用量が増えCO２排
出量は前年比6,106トン増加、CO２排出量生産高原単位で比
較すると前年度比では2％減少ですが、2011年度比3％削減と
いう目標は未達でした。各拠点では改善活動や省エネ活動に
積極的に取り組んでおり、改善活動による電力の削減や、設備
投資では省エネ機器の積極的採用、新型ボイラーへの切り替え
による天然ガス使用量の削減などを進めています。また、主要
製造事業場から担当者を集め定期的に省エネ分科会を開催
し、各拠点の省エネ事例を共有し、水平展開できる仕組みを構
築しています。2015年度は2012年度比CO２排出量生産高原
単位3％減と見直し、削減活動を進めます。※ 今後も高効率な
省エネ機器の導入やエネルギーロスを減らす改善活動をとおし
て、これまで以上にCO２排出量削減へ取り組んでまいります。

ＰＲＴＲ対象物質排出実績
事業活動におけるＰＲＴＲ対象物質の使用量は3,405トンで、
前年度から422トンの増加となりました。主要工場、子会社
の生産量が増加し排出された廃棄物に含まれる溶剤分が増
加しています。しかし大気への排出量は2013年度の181ト
ンから3トン減少しており、大気排出抑止の改善が効果とし
て出ています。各生産拠点ではすこしでも環境影響を減らす
べく化学物質の取り扱い量削減、洗浄剤や塗料の転換によ
る削減といった改善活動を進めております。

不要物・産業廃棄物排出実績
2014年度は前年度に比べ生産量が増加したため事業活動に
おける不要物注１の排出量は総量14,675トンで前年度比
1,048トンの増加、産業廃棄物の排出量は10,448トンで前年
度比708トンの増加となりました。排出量生産高原単位では前
年度比1％の増加、基準年の2011年度比でも1％削減となり
目標を達成することはできませんでした。なお、当社グループ
から排出される不要物から72％のものが再資源注2として利用
されています。各拠点での不良低減活動、製造歩留まり改善、
生産性向上などの活動を通じて、確実に不要物、産業廃棄物
を減量させていく取り組みを引き続き継続してまいります。

（％）
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● ＣＯ２排出抑制の取り組み目標
2014年度末までにＣＯ２排出量　
生産高原単位　
2011年度比３％削減

2014年度実績
2011年度比8％増加
（2013年度に比べ2％削減）

● 不要物・産業廃棄物削減の取り組み目標
2014年度末までに産業廃棄物排出量　
生産高原単位
2011年度比　５％削減

2014年度実績
2011年度比1％削減
（2013年度に比べ1％増加）

158,006

164,183

170,289

211
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大気への排出量 廃棄物量
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PRTR対象物質排出量・廃棄物量の推移

注１ ： グループから排出される有価売却物を含む廃棄物
注２ ： 最終処分（埋め立て）以外の中間処理、社内再生、有価売却されたものを再資源化と定義

不要物排出量および産業廃棄物生産高原単位の推移

※生産高原単位の算出：2011年度（臨時廃棄物2,520tを除く）を基準年として算出
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※東日本大震災以降、購入電力のCO２係数が上昇したため基準年を2011年から2012年
　へ修正しました。
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循環型社会を目指して 環境への貢献を目指して

環境省では、毎年7月7日の２０時～２２時の2時間をクールアース・デー 
ライトダウンと設定し、ライトアップ施設や各家庭の照明の一斉消灯を
呼び掛けています。これは地球温暖化防止のためのＣＯ２削減を進める
全国的行事です。
２０１４年ニチアスグループ各事業場においてクールアース・デーライト
ダウンに参加いたしました。ニチアスグループの工場、子会社、支社、支
店、営業所、事務所、研究所総勢47事業所にて実施し、総電力量
327kWh、総ＣＯ２量178kg-ＣＯ２を削減することができました。

ニチアス本社ビルのある東京都中央区には、『まちかどクリーン
デー』という清掃活動があり、中央区内の事業所などがビル周辺や
身近な場所、公園などの清掃を毎月10日を中心に地域で一斉に繰
り広げ、『住みたい、働きたい、訪れたい』清潔で美しいまちづくりを
進めています。現在約150の企業がこの活動に参加しています。
ニチアスでも地域の環境保全を目的として、2015年1月からこの
活動に参加しています。
本社総務部主催のもと各フロア持ち回りで、毎月の実施日を設定し
朝9時から9時半までの30分間本社ビル周辺の清掃活動を実施し
ています。植え込みや溝など、普段目にしないところにゴミがあり、
たくさんのゴミを拾い集めました。これからも毎月継続実施していき
ます。

● 資源循環技術・システム表彰受賞
ニチアスセラテックと堺ニチアスが「ロックウール綿の固形化（ブリッ
ク）による再利用」で平成26年度資源循環技術・システム表彰の経
済産業省産業技術環境局長賞を受賞しました。
この表彰は一般社団法人産業環境管理協会が経済産業省の後援
を受け、廃棄物の発生抑制、再使用、再資源化の高度な技術または
先進的システムを有する事業や取り組みをおこなった事業所を表彰
する制度で今回で４０回目となります。
表彰された２社はロックウール廃棄物を固形化（ブリック）し原材料
として再利用する技術を確立し、廃棄物最終排出量を大幅に削減
（2社合計 約29,000トン/年 削減率 約96％）した取り組みが評価
されたものです。

● 株式会社堺ニチアスでの企業技術者見学会を開催
一般財団法人大阪科学技術センターによる資源循環技術・システ
ム表彰受賞事業所の見学会があり、2015年3月13日堺ニチアスに
てブリック再利用の見学を含めた地球環境技術推進懇談会が開催
されました。
当見学会では、生産・流通・廃棄の全プロセスで地球環境への負担
軽減を図るべく、個別課題の解決策なども合わせて実施し、環境問
題の改善を目指した活動をおこなっています。
当日は、ロックウール製品の製造工程や不要物の発生箇所、再利用
する際の問題と改善点を紹介したり、製造工程を実際に巡りなが
ら、ブリック化された原材料や設備を実際に見ていただきました。
当見学会にはさまざまな企業・職種の方々が参加し、活発な意見交
換ができ、大変有意義な会となりました。 堺ニチアスでの工場見学の様子

2014年10月17日　表彰式での様子
ニチアスセラテック社長 鈴木（中央 右）、
堺ニチアス社長 椙原（中央 左） 資源循環技術・システム表彰の盾

● 七夕ライトダウンの実施～環境月間～

● 中央区まちかどクリーンデーへの参加

VOICE
ニチアスの環境パフォーマンス向上のために
2015年1月からスタートし、これまでに5回開催、延べ101
人の方に参加していただきました。参加者同士の会話も増
え前向きに取り組んでいます。今後
も毎月継続して活動を進めていきた
いと思います。

管理本部　総務部
原田 圭造

実施前のミーティングで安全および注意事項の確認

工場・子会社 ： 鶴見工場、王寺工場、羽島工場、袋井工場、ニチアスセラテック(3事業所)、竜田工業(3事業所)、大田化成、国分工業、メタコート工業、堺ニチアス、君津ロックウール
研究所 ： 鶴見研究所、浜松研究所
本社・支社・支店・営業所・事務所 ： 本社・東京支社、札幌支店、仙台支店、鹿島支店、横浜支店、千葉支店、苫小牧営業所、前橋営業所、日立営業所
大宮営業所、新潟営業所、山梨営業所、泊事務所、六ヶ所事務所、柏崎事務所、大阪支社、名古屋支社、四日市支店
豊田支店、静岡支店、富山営業所、浜松営業所、九州支社、徳山支店、熊本支店、長崎支店、北九州営業所、大分営業所、鹿児島営業所、宇部営業所 計47事業所

工場・子会社
本社・支社・支店・営業所・事務所
研究所

環境TOPICS

ニチアスセラテックおよび堺ニチアスで製造しているロックウール製
品の工程で発生した製品端材や不良品は、そのままではリサイクル
できませんでしたが、それらを破砕し、レンガのようにセメント固化
(ブリック化)することで、原材料としての再利用が可能となりました。
ニチアスセラテックでは2000年に、堺ニチアスでは2004年に、ブ
リック設備を導入し再利用技術の確立を進めてきました。これからも
工程内から排出される廃棄物のリサイクルに積極的に取り組んでい
きます。

ブリック化の仕組み
堺ニチアスのブリック化設備

ブリック ＋ 砕 石

溶 解

スラグ

繊維化

成 形

工
場
か
ら
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す
る
廃
材製 品

粉砕

混 合

成 形

養 生

完成した
ブリック

ロックウールのブリック化によるリサイクル

技術と人の力で環境保全
ニチアスグループの環境保全活動 ～美しい地球環境 ・ 地域社 会を未来に残すために～


